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研究情報の名称 聴覚モデルを用いたサブワード単位単語音声（日本語）認識システム 
概要   当研究室で開発した内耳の蝸牛殻フィードバック（数学）モデルをフロントエンド（音声の
スペクトル分析器）として用いたサブワード単位単語音声認識システムを開発している（論文（森,  谷
口他：“サブワード単位に基づく音声認識，”電気学会論文誌Ｃ 118-C, 520-527(1998)．）及び下欄の
論文参照）。その認識性能と雑音耐性能力を実験により検証した結果、本システムは、大語彙単語音
声に対して辞書も比較的小さく済み、雑音耐性も高く、実環境に適した単語音声認識システムである
ことが確認された。本システムの特徴は、（1）認識の基本的音声単位がサブワード（音響学的特徴の
安定した連続音声部分）であるため、音素、音節といった語音単位を用いる場合よりその境界検出が
容易且つ高精度であること、（2）人間の内耳の特性をある程度反映した蝸牛殻モデルを用いることに
より環境騒音下での高精度な音声認識を可能としていることなどである。現在なお、環境騒音に強い
高精度音声認識システム、更にはその応用である音環境認識・理解の研究に取り組んでいます。 
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